
は
じ
め
に

『
雨
月
物
語
』
は
近
世
作
家
上
田
秋
成
（
一
七
三
四
｜
一
八
〇
九
）
が
明
和

五
年
（
一
七
六
八
）
の
三
十
五
歳
ご
ろ
に
完
成
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
の
文
体

は
い
か
に
も
「
和
漢
混
淆
」
の
ご
と
く
、「
漢
文
体
と
和
文
体
と
が
融
合
し
た

独
自
な
言
語
世
界
を
創
」
り
、「
そ
の
修
辞
の
新
鮮
と
美
が
、
大
き
な
効
果
を

あ
げ
て
き
た
」。
そ
の
主
題
・
本
質
は
幽
玄
寓
言
（
寓
言
説
）
と
反
俗
発
憤

（
発
憤
説
）
の
性
質
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。
特
に
書
名
は
小
説
内
容
と
呼
応
し
、

一
体
と
な
っ
て
、
常
に
対
照
の
妙
を
成
す
の
で
あ
っ
て
、
極
め
て
独
特
な
も
の

で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
ど
の
作
家
も
自
分
の
創
作
し
た
作
品
の
題
名
は
推
敲

に
推
敲
を
重
ね
、
か
な
り
創
意
工
夫
を
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

中
国
の
明
の
短
編
白
話
小
説
の
作
家
馮
夢
竜
の
『
醒
世
恒
言
』
の
序
文
に
は
、

「
三
言
」
の
題
名
の
意
義
と
趣
旨
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。

「『
醒
世
恒
言
』
四
十
種
、
所
以
継
『
明
言
』『
通
言
』
而
刻
也
。
明
者
、
取
其

可
以
導
愚
也
、
通
者
、
取
其
可
以
適
俗
也
、
恒
者
則
習
之
而
不
厭
、
傳
之
而
可

久
矣
、
三
刻
殊
名
、
其
義
一
耳
（『
醒
世
恒
言
』
は
四
十
種
、『
明
言
』『
通

言
』
に
継
ぐ
を
以
て
刻
す
所
な
り
。
明
者
は
愚
を
導
く
其
れ
を
取
る
可
し
。
通

者
は
俗
に
適
す
其
れ
を
取
る
可
し
。
恒
者
は
則
ち
之
を
習
っ
て
厭
わ
ず
。
之
を

伝
は
ば
久
し
か
る
可
し
。
三
刻
殊
名
、
其
の
義
一
耳
）」。
そ
の
「
三
言
」
は
小

説
を
通
じ
て
、
世
間
の
人
を
諭
し
、
警
め
、
醒
ま
す
こ
と
を
目
差
す
「
天
不
自

醒
人
醒
之
」（
天
自
ず
か
ら
醒
め
ざ
る
に
人
之
を
醒
ま
す
）
と
い
う
独
特
な
風

格
や
体
系
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
じ
く
、
上
田
秋
成
は
『
雨
月
物
語
』

が
『
水
滸
伝
』
や
『
源
氏
物
語
』
と
異
な
る
も
の
だ
と
自
負
し
、
漢
文
体
に
倣

っ
て
次
の
よ
う
な
序
文
を
綴
っ
た
の
で
あ
る
。

「
羅
子
撰
水
滸
。
而
三
世
生
唖
児
。
紫
媛
著
源
語
。
而
一
旦
堕
悪
趣
者
。
蓋

為
業
所

耳
。
然
而
観
其
文
。
各
々
奮
奇
態
。

哢
逼
真
。
低
昂
宛
轉
。
令
読

『
雨
月
物
語
』
序
文
の
朦
朧
た
る
諸
点

一
〇
二

『
雨
月
物
語
』
序
文
の
朦
朧
た
る
諸
点

李

国

勝



者
心
気
洞
越
也
。
可
見
鑑
事
実
于
千
古
焉
。
余
適
有
鼓
腹
之
閑
話
、
衝
口
吐
出
。

雉

龍
戦
。
自
以
為
杜
撰
。
則
摘
読
之
者
。
固
当
不
謂
信
也
。
豈
可
求
醜
脣
平

鼻
之
報
哉
。
明
和
戊
子
晩
春
。
雨
霽
月
朦
朧
之
夜
。
窓
下
編
成
。
以

梓
氏
。

題
曰
雨
月
物
語
。
云
。
剪
枝
畸
人
書
。」（
羅
子
、
水
滸
を
撰
し
て
、
三
世
唖
児

を
生
み
、
紫
媛
、
源
語
を
著
し
て
、
一
旦
悪
趣
に
堕
つ
る
者
は
、
蓋
し
業
の
為

に

ら
る
る
所
の
み
。
然
り
而
し
て
其
文
を
観
る
に
、
各
々
其
態
を
奮
ひ
、

哢
真
に
逼
り
、
低
昂
宛
轉
、
読
者
の
心
気
を
し
て
洞
越
た
ら
し
む
る
な
り
。
事

実
を
千
古
に
鑑
み
ら
る
べ
し
。
余
適
鼓
腹
の
閑
話
有
り
、
口
を
衝
い
て
吐
き
出

す
。
雉

き
龍
戦
ふ
、
自
か
ら
お
も
へ
ら
く
杜
撰
な
り
と
。
則
ち
之
を
摘
読
す

る
者
は
、
固
よ
り
当
に
信
と
謂
は
ざ
る
べ
き
な
り
。
豈
に
可
醜
脣
平
鼻
の
報
を

求
む
べ
け
ん
や
。
明
和
戊
の
晩
春
。
雨
霽
れ
月
朦
朧
の
夜
。
窓
下
に
編
成
し
、

以
て
梓
氏
に

ふ
。
題
し
て
雨
月
物
語
と
曰
ふ
と
云
ふ
。
云
。
剪
枝
畸
人
書

す
。）
其
の
漢
文
を
見
て
み
る
と
、
整
っ
た
純
粋
な
漢
文
と
は
思
え
な
い
が
、

内
容
に
は
「
羅
子
撰
水
滸
、
而
三
世
生
唖
児

豈
可
求
醜
脣
平
鼻
之
報
哉
」

の
作
者
不
詳
や
「
雨
霽
月
朦
朧
之
夜
」
の
自
然
現
象
の
不
自
然
な
ど
不
審
な
と

こ
ろ
が
興
味
深
く
、
作
品
も
闇
夜
の
ベ
ー
ル
を
覆
い
、
神
秘
の

囲
気
を
漂
わ

せ
て
い
る
。
文
学
上
、
狂
蕩
不
覊
の
性
格
を
窺
い
知
れ
る
。

序
文
の
冒
頭
に
『
水
滸
伝
』
と
『
源
氏
物
語
』
の
両
傑
作
だ
け
が
取
り
上
げ

ら
れ
た
の
は
、
自
分
の
和
漢
の
知
識
範
囲
を
示
す
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
恐
ら
く

「
五
巻
九
篇
の
怪
異
短
中
編
集
を
、
和
漢
を
代
表
す
る
二
作
品
に
比
肩
し
う
る

『
雨
月
物
語
』
序
文
の
朦
朧
た
る
諸
点

一
〇
三

も
の
と
、
そ
う
本
気
で
か
ん
が
え
て
い
る
の
」
で
あ
り
、
作
者
の
雄
心
と
自
負

が
満
ち

れ
て
い
る
表
白
と
で
も
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
上
田
秋
成

が
当
時
、
ど
ん
な
『
水
滸
伝
』
を
読
ん
だ
の
か
と
い
う
疑
問
が
浮
上
し
て
き
て
、

『
水
滸
伝
』
の
版
本
・
成
立
・
作
者
な
ど
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
い
ろ
い
ろ

な
不
明
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
分
か
る
。

一
、『
水
滸
伝
』
作
者
の
朦
朧
た
る
点

『
水
滸
伝
』
が
い
つ
日
本
へ
伝
わ
っ
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
、
大
庭
脩
氏
の

『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
の
「
商
舶
載
来
書
目
」
に
は
、

寛
保
元
辛
酉
年
に
『
忠
義
水
滸
伝
』
は
一
部
二
套
、『
三
国
志
演
義
』
は
享
保

十
二
丁
未
年
に
一
部
二
套
と
記
載
し
て
あ
る
。
そ
の
刊
本
に
つ
い
て
は
、
高
島

俊
男
氏
が
『
水
滸
伝
と
日
本
人
』
に
綿
密
な
調
査
を
行
っ
た
上
、
詳
し
く
書
い

て
お
ら
れ
る
。
最
初
に
日
本
へ
伝
わ
っ
た
の
は
、
日
光
山
輪
王
寺
慈
眼
堂
の
法

庫
で
三
百
年
ぐ
ら
い
眠
っ
て
い
た
天
海
僧
正
の
明
の
万
暦
二
二
年
（
一
五
九

四
）
刊
行
の
『
京
本
増
補
校
正
全
像
忠
義
水
滸
志
伝
評
林
』（
文
簡
本
）
及
び

『
英
雄
譜
』（
文
簡
本
・『
三
国
水
滸
全
伝
』
と
も
）
で
、
江
戸
初
頭
の
寛
永
元

年
（
一
六
二
四
）
と
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
前
後
で
あ
る
と
い
う
。
面
白

い
こ
と
に
、
そ
の
『
英
雄
譜
』
は
「
一
つ
の
本
の
毎
ペ
ー
ジ
上
半
分
に
『
水
滸

伝
』、
下
半
分
に
『
三
国
演
義
』
を
印
刷
し
て
、
二
つ
の
小
説
を
同
時
進
行
で

読
め
る
よ
う
に
こ
し
ら
え
た
、
変
っ
た
本
で
あ
る
。
そ
の
上
半
分
の
ほ
う
の



『
水
滸
伝
』、
こ
れ
も
文
章
の
簡
略
な
『
文
簡
本
』
で
あ
る
。
こ
の
本
は
明
の
崇

禎
年
間
（
一
六
二
八
｜
四
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
発
売
ま
も
な
く
日
本

へ
渡
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
で
も
国
立
公
文
書
館
の
内
閣
文
庫
に
あ

る
」。

『
水
滸
伝
』
の
本
文
は
、
時
代
に
よ
っ
て
様
々
な
刊
本
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は

日
本
の
中
国
古
典
家
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
、
原
典
を
要
約
し
た
の
と
原
文
通
り

の
逐
語
訳
の
と
様
々
な
よ
う
で
あ
る
。

『
水
滸
伝
』
は
、
元
代
十
二
年
の
『
大
宋
宣
和
遺
事
』
に
あ
る
こ
と
を
下
敷

き
に
、
天

星
の
三
十
六
人
に
地

星
の
七
十
二
人
を
加
え
て
、
百
八
人
の
好

漢
豪
傑
の
物
語
に
敷
衍
し
た
も
の
だ
と
考
え
る
の
が
通
説
に
な
っ
て
い
る
。
ほ

か
に
、『
徽
宋
本
紀
』
に
も
「
淮
南
盗
宋
江
等
犯
淮
陽
軍
、
遣
将
討
捕
、
又
犯

東
京
、
入
楚
海
州
界
、
命
張
叔
夜
招
降
之
。」
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
同
じ
く
、

『
侯
蒙
伝
』
と
『
宋
史
』
に
も
皆
記
載
が
あ
る
。
北
宋
末
年
、
当
時
の
暗
黒
や

天
災
な
ど
混
乱
の
局
面
に
不
満
を
抱
い
て
、
山
東
省
の

城
近
く
の
梁
山
泊
に

集
ま
っ
た
豪
傑
が
、
不
合
理
な
朝
廷
・
官
吏
と
対
立
し
て
闘
っ
た
物
語
で
あ
る
。

『
水
滸
伝
』
を
現
代
語
で
言
う
な
ら
、「
水
辺
の
物
語
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

が
、
英
語
訳
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
も
の
に
な
る
。
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
（

）
氏
が
七
十
回
本
を
『

』（
一
九
三
三
）
に
、

ジ
ャ
ク
ソ
ン
（

）
氏
も
七
十
回
本
を
『

』（
香

港
商
務
印
書
館

一
九
六
三
）
に
、
シ
ャ
ピ
ロ
（

）
氏
が
百

回
本
を
『

』（
北
京
外
文
出
版
社

一
九
八
〇
）
に
英
訳

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
英
訳
は
言
葉
の
色
彩
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
し

た
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏
の
訳
は
中
国
語
に
即
応
し
た
直
訳
で
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク

氏
の
訳
と
シ
ャ
ピ
ロ
の
訳
は
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
読
み
か
ら
訳
し
た
意
訳
で
あ

る
。
好
漢
豪
傑
側
の
立
場
と
朝
廷
統
治
者
側
の
立
場
と
は
逆
さ
ま
な
も
の
で
、

小
川
環
樹
氏
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
女
史
の
英
訳
の
表
題
は

「『
論
語
』
に
見
え
る
（
そ
う
し
て
こ
の
小
説
の
な
か
に
も
つ
か
わ
れ
て
い
る
）

『
四
海
之
内
皆
兄
弟
』
に
基
づ
く
が
、
小
説
で
は
「
義
気
」
は
「
大
義
」
と
同

じ
く
骨
肉
な
ど
の
関
係
を
こ
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
血
を
す
す
っ
て
誓
い
あ
っ

た
義
兄
弟
の
同
志
と
し
て
の
結
合
を
「
大
義
」
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
」。

だ
が
、
シ
ャ
ピ
ロ
氏
は
「
水
辺
の
無
法
者
」
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
遺
憾
な
が

ら
、
未
だ
に
英
訳
の
百
二
十
回
本
が
見
ら
れ
な
い
。『
水
滸
伝
』
は
流
布
し
た

過
程
で
、
異
本
が
多
く
あ
っ
た
が
、
現
存
の
も
の
と
し
て
は
、
主
に
百
回
本
と

百
二
十
回
本
と
七
十
回
本
（
実
は
七
十
一
回
に
な
っ
て
い
る
）
と
が
残
さ
れ
て

あ
る
。
中
国
に
お
い
て
は
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
、
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
、
革

命
造
反
思
想
の
色
彩
が
濃
い
と
い
う
政
治
的
事
情
で
、
百
回
本
や
百
二
十
回
本

な
ど
に
よ
っ
て
改
作
し
た
清
の
金
聖
嘆
の
七
十
回
本
は
、
通
行
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
反
官
的
・
反
朝
廷
的
な
こ
と
を
出
張
し
、
天
子
・
朝
廷
に

帰
順
し
て
四
方
の
農
民
蜂
起
を
征
伐
し
て
大
功
を
た
て
た
の
ち
に
悲
惨
な
最
後

を
遂
げ
た
内
容
を
削
除
し
た
か
ら
で
あ
る
。

『
雨
月
物
語
』
序
文
の
朦
朧
た
る
諸
点

一
〇
四



そ
し
て
、
そ
の
作
者
に
関
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
る
。
ま
ず
、
中
村

幸
彦
氏
校
注
の
『
上
田
秋
成
集
』
鵜
月
洋
氏
の
『
雨
月
物
語
評
釈
』『
中
国
学

芸
大
事
典
』『
広
辞
苑
』（
第
五
版
）
な
ど
の
い
く
つ
か
の
資
料
を
ま
と
め
て
み

る
と
、
羅
貫
中
は
十
三
世
紀
ご
ろ
の
人
、
宋
・
元
・
明
の
三
つ
の
時
代
の
人
で

あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
生
没
年
未
詳
で
あ
る
こ
と
、
銭
塘
（
浙
江
省
杭
州
）、

廬
陵
（
江
西
省
吉
安
）、
ま
た
太
原
（
山
西
省
）、
武
林
（
広
西
省
）
の
本
籍
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、『
雨
月
物
語
評
釈
』
の
「
語
釈
」
に
あ
る
「
ほ

か
に
十
回
本
・
百
回
本
・
百
五
十
回
本
・
百
二
十
四
回
本
な
ど
異
本
が
多
い
」

と
い
う
版
本
の
記
述
の
「
十
回
本
」「
百
二
十
四
回
本
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
印

刷
ミ
ス
か
、
ど
の
材
料
に
よ
っ
た
か
は
判
明
し
か
ね
る
点
が
あ
る
。

羅
貫
中
と
い
う
人
物
が
『
三
国
志
演
義
』
を
撰
し
た
一
点
は
明
ら
か
で
あ
る
。

日
本
で
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
『
三
国
志
』
は
、『
三
国
志
演
義
』
或
い
は
『
三

国
志
通
俗
演
義
』
の
こ
と
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
正
史
『
三
国
志
』（
六
五

巻
）
は
晋
の
時
代
の
陳
寿
の
手
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
羅
貫
中
の
著
で
は

な
い
。『
三
国
志
演
義
』
は
『
三
国
志
』
に
基
づ
い
て
人
物
や
事
件
を
小
説
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
『
水
滸
伝
』
を
書
い
た
や
否
や
、
明

代
の
郎
瑛
の
『
七
修
類
稿
』
に
「
史
称
宋
江
三
十
六
人
、
横
行
斉
魏
、
官
軍
莫

抗
。
侯
蒙
挙
討
方

、
周
公
謹
密
賛
其
名
于
『
癸
辛
雑
誌
』。
羅
貫
中
衍
為
小

説
、
有
替
天
行
道
之
言
。」
と
あ
り
、
ま
た
、「
三
国
宋
江
二
書
乃
杭
州
羅
本
貫

中
所
編
、
予
意
旧
必
有
本
、
故
曰
編
。
宋
江
又
曰
、
銭
塘
施
耐
庵
的
本
。」
と

『
雨
月
物
語
』
序
文
の
朦
朧
た
る
諸
点

一
〇
五

あ
る
こ
と
に
よ
り
、
羅
貫
中
の
撰
だ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

羅
貫
中
は
一
三
四
五
年
ご
ろ
、
杭
州
に
到
来
し
、
多
く
の
文
人
と
知
り
合
っ

て
、
そ
の
時
、
杭
州
に
住
む
年
二
十
歳
上
の
施
耐
庵
と
交
わ
っ
た
。
あ
ち
こ
ち

に
外
遊
し
た
羅
貫
中
は
東
原
（
今
の
山
東
省
）
に
暫
く
滞
在
し
た
か
ら
、『
水

滸
伝
』
の
梁
山
泊
の
故
事
を
創
作
・
編
纂
し
た
伝
に
な
る
。
貫
中
は
七
十
歳
ご

ろ
（
約
一
三
八
五
｜
一
三
八
八
年
頃
）
宋
代
の
文
天
祥
の
古
里
廬
陵
で

去
し

た
と
い
う
。
そ
の
一
文
人
と
し
て
の
民
俗
・
風
習
考
察
の
各
地
外
遊
か
ら
、
本

籍
の
伝
え
が
不
定
な
性
質
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

次
に
施
耐
庵
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
施
耐
庵
は
名
が
耳
ま
た
子
安
。
元
の
成

宗
元
貞
二
年
（
一
二
九
六
）
生
れ
、
明
洪
武
三
年
（
一
三
七
〇
）
卒
、
本
籍
は

蘇
州
か
揚
州
と
い
う
二
説
、
元
末
に
進
士
に
挙
げ
ら
れ
た
。
か
つ
て
銭
塘
で
役

人
を
し
、
張
士
誠
の
戦
乱
に
七
十
五
歳
で
死
去
し
た
と
言
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、『
水
滸
伝
』
の
著
者
に
つ
い
て
は
、
羅
貫
中
の
執
筆
・
編
集
と

す
る
説
、
施
耐
庵
の
執
筆
・
編
集
と
す
る
説
、
施
耐
庵
作
・
羅
貫
中
編
と
す
る

説
、
施
耐
庵
作
・
羅
貫
中
続
作
と
す
る
説
な
ど
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
羅
貫
中
の

作
と
い
う
説
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
そ
の
簡
本
に
「
東
原
羅
貫
中
編
輯
」
と
い

う
表
書
き
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、「
明
人
の
書
い
た
も
の
に
多
く
羅
に
作
っ
て

あ
る
か
ら
、
ど
ち
ら
か
と
い
へ
ば
、
羅
と
し
た
方
が
穏
当
と
思
は
る
る
な
り
」

と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。
両
者
の
作
と
い
う
の
に
は
、
版
本
の
『
水
滸
全
伝
』

（
百
二
十
回
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
）
の
頭
書
に
「
施
耐
庵
集
撰
、
羅
貫
中
纂



修
」
と
書
か
れ
て
あ
り
、
ま
た
、
清
初
の
周
亮
工
と
い
う
人
の
『
因
樹
屋
書

影
』
巻
一
に
「
水
滸
伝
相
傳
為
洪
武
初
越
人
羅
貫
中
作
又
傳
為
元
人
施
耐
庵

作
」
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
、
高
儒
の
『
白
川
書
志
』
に
「『
忠
義
水
滸
伝
』

一
百
巻
。
銭
塘
施
耐
庵
的
本
、
羅
貫
中
編
次
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
そ
し
て
、

施
耐
庵
の
作
と
い
う
の
に
は
、『
三
国
水
滸
全
伝
』（
京
都
大
学
所
蔵
）
の
頭
書

に
「
銭
塘
施
耐
庵
編
輯
」
と
あ
り
、
胡
応
麟
の
『
少
室
山
房
筆
叢
』
に
「
元
人

武
林
施
某
所
編
」
と
あ
る
。
総
合
的
な
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
施
耐
庵
の
作
と
思

わ
れ
る
。
正
確
な
こ
と
は
未
詳
だ
が
、
狩
野
直
喜
の
論
が
と
て
も
参
考
に
な
る

と
思
う
の
で
、
引
用
し
て
お
く
。「
作
者
が
区
区
に
な
る
こ
と
は
、
通
常
支

に
て
は
、
小
説
を
書
く
こ
と
が
一
般
に
文
人
の
名
誉
に
な
っ
て
居
ら
ぬ
。
そ
こ

で
公
然
名
を
出
さ
ぬ
か
ら
、
後
に
作
者
に
就
い
て
彼
此
異
説
を
生
ず
る
こ
と
に

至
る
こ
と
も
一
原
因
に
相
違
な
い
が
、『
水
滸
伝
』
の
場
合
に
於
て
は
、
此
く

の
如
く
『
水
滸
伝
』
の
人
物
に
関
す
る
物
語
が
宋
時
代
よ
り
あ
っ
た
。
換
言
す

れ
ば

令
『
水
滸
伝
』
と
い
ふ
名
は
な
く
と
も
今
日
の
『
水
滸
伝
』
の
現
は
る

る
前
に
は
、
澤
山
の
小
水
滸
伝
あ
り
し
と
思
ふ
。
此
の
関
係
よ
り
し
て
、
或
ひ

は
施
耐
庵
と
云
ひ
、
或
ひ
は
と
羅
貫
云
ひ
、
作
者
が
区
区
に
伝
へ
ら
る
な
り
。

さ
れ
ば
此
の
両
説
共
に
正
し
き
や
も
知
れ
ず
。
仮
に
今
日
の
『
水
滸
伝
』
が
羅

貫
の
作
な
り
と
す
れ
ば
、
更
に
施
耐
庵
の
作
り
し
も
の
嘗
て
存
在
せ
し
や
も
知

れ
ず
」。

施
耐
庵
が
元
の
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
羅
貫
中
は
明
の
人
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
ま
た
、
現
存
の
資
料
に
記
載
さ
れ
た
時
代
の
懸
隔
と
年
齢
の
差
、
ま
た

は
明
の
初
期
に
既
に
刻
本
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
推
定
す
れ
ば
、『
水
滸
伝
』

の
原
作
者
は
施
耐
庵
た
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
近
年
の
中
国
の
出
版
物
を

調
べ
て
い
く
と
、
一
九
五
二
年
一
〇
月
、
一
九
五
四
年
九
月
、
一
九
六
一
年
十

二
月
、
一
九
七
五
年
九
月
の
人
民
文
学
出
版
社
の
も
の
は
「
施
耐
庵
」
で
あ
り
、

広
益
書
局
一
九
五
〇
年
一
〇
月
出
版
の
「
胡
協
寅
校
・
全
二
冊
」、
河
北
人
民

出
版
社
一
九
九
〇
年
四
月
出
版
の
「
銭
鴻
鈞
点
校
」、
文
化
芸
術
出
版
社
の
一

九
九
一
年
六
月
出
版
の
も
、
同
じ
く
「
施
耐
庵
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
施
耐
庵
・
羅
貫
中
」
と
す
る
も
の
に
は
、
人
民
文
学
出
版
社
一
九
五
四
年
三

月
、
一
九
七
五
年
一
〇
月
、
一
九
八
五
年
八
月
、
一
九
八
九
年
一
〇
月
、
一
九

九
〇
年
八
月
出
版
の
「
全
三
冊
」、
江
蘇
古
籍
出
版
社
一
九
八
九
年
十
二
月
の

「
李
霊
年
・
陳
敏
傑
校
点
の
新
校
注
本
」、
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
四
年
一
月

出
版
の
「
全
三
冊
」、
四
川
文
芸
出
版
社
一
九
八
六
年
九
月
の
「
李
泉
・
張
水

校
注
の
水
滸
全
伝
」、
岳
麓
書
社
一
九
八
八
年
六
月
、
二
〇
〇
一
年
一
月
出

版
の
「
古
典
名
著
普
及
文
庫
・
水
滸
全
伝
」、
中
華
書
局
二
〇
〇
一
年
九
月
出

版
の
百
回
本
な
ど
が
あ
る
。「
羅
貫
中
」
と
す
る
の
は
、
貴
州
人
民
出
版
社
一

九
八
九
年
一
〇
月
出
版
の
「
羅
爾
綱
考
訂
の
水
滸
伝
原
本
」
だ
け
で
あ
る
。
そ

れ
に
一
九
九
八
年
、
中
国
中
央
局
の
視
聴
率
の
高
い
時
間
帯
に
放
映
さ
れ
た
連

続
ド
ラ
マ
『
水
滸
伝
』
は
「
施
耐
庵
・
羅
貫
中
」
の
百
二
十
回
本
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
し
て
、『
水
滸
伝
』
の
著
者
に
「
施
耐
庵
・
羅
貫
中
」
と
並

『
雨
月
物
語
』
序
文
の
朦
朧
た
る
諸
点

一
〇
六



べ
ら
れ
た
の
が
と
て
も
参
考
に
も
な
る
し
、
お
お
よ
そ
施
耐
庵
が
執
筆
し
た
の

ち
、
羅
貫
中
が
編
纂
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

上
田
秋
成
は
そ
の
当
時
、
原
本
を
読
ん
だ
の
か
、
ま
た
は
和
訳
本
を
読
ん
だ

の
か
、
若
し
や
、
原
本
も
和
訳
本
も
読
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
も
、
近

代
作
家
と
同
じ
く
蔵
書
の
目
録
を
残
し
て
く
れ
て
い
れ
ば
、
古
典
の
テ
キ
ス
ト

研
究
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
和
刻
本
の
『
忠
義

水
滸
伝
』
初
集
五
冊
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、『
水
滸
伝
』
渡
来
の
約
百
年
後
の

享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）、
そ
し
て
、「
和
刻
本
の
底
本
は
、
文
繁
百
回
本
で

あ
る
」。
そ
の
二
集
五
冊
（
第
二
十
回
ま
で
）
の
刊
行
は
、
宝
暦
九
年
（
一
七

五
九
）、
漢
文
訓
読
に
よ
る
翻
訳
の
『
通
俗
忠
義
水
滸
伝
』
上
編
二
十
冊
（
百

回
本
の
三
十
一
回
ま
で
）
と
『
忠
義
水
滸
伝
解
』（
百
二
十
回
本
の
十
六
回
ま

で
）
の
刊
行
は
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
で
あ
る
。
ま
た
は
「
和
訳
の
『
水

滸
伝
』
は
百
二
十
回
本
な
り
。
馬
琴
な
ど
は
七
十
回
本
を
嫌
ひ
た
り
。」
と
あ

る
以
上
の
説
が
成
立
す
る
と
な
れ
ば
、
上
田
秋
成
は
百
回
本
や
百
二
十
回
本
の

和
刻
本
を
読
ん
だ
可
能
性
が
大
き
い
と
推
測
さ
れ
る
。『
水
滸
伝
』
の
上
田
秋

成
へ
の
影
響
は
作
品
に
見
え
る
投
影
か
ら
断
言
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
彼
は

他
の
作
家
と
同
様
、『
雨
月
物
語
』『
春
雨
物
語
』
の
プ
ロ
ッ
ト
や
人
物
の
創
作

に
も
、
水
滸
伝
の
内
容
を
参
照
し
た
跡
が
見
出
さ
れ
る
。
特
に
そ
の
『
青
頭

巾
』
は
、『
水
滸
伝
』
の
第
五
回
・
第
六
回
の
筋
や
措
辞
を
踏
ま
え
た
こ
と
は

明
ら
か
で
、
部
分
的
構
成
や
語
句
の
引
用
さ
え
も
原
本
の
痕
跡
が
あ
ら
わ
に
示

『
雨
月
物
語
』
序
文
の
朦
朧
た
る
諸
点

一
〇
七

さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
上
田
秋
成
に
は
「
羅
貫
中
而
三
世
生
唖
児
」
の
情
報
が
ど
の
よ
う
に

し
て
知
ら
れ
た
か
。
田
汝
成
の
『
西
湖
遊
覧
志
餘
』
巻
二
十
五
に
「
銭
塘
羅
貫

中
、
本
南
宋
時
人
、
編
撰
小
説
数
十
種
、
而
水
滸
伝
叙
宋
江
等
事
、
姦
盗
脱
騙

機
械
甚
未
詳
。
然
変
詐
百
端
、
壊
人
心
術
、
其
子
孫
三
代
皆
唖
、
天
道
好
還
之

報
如
此
」
と
い
う
の
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
ま
た
、
明
の
王
圻
の
『
続
文
献
通

考
』
巻
二
百
七
十
六
に
も
同
じ
記
述
が
見
ら
れ
る
。
上
田
秋
成
が
ど
こ
か
ら
入

手
し
て
そ
れ
を
読
ん
だ
か
、
ま
た
原
文
な
り
訳
文
な
り
訓
点
読
み
な
り
で
読
ん

だ
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
中
国
の
書
物
に
書
い
て
あ
る
の
を
知
っ
て
い
た
こ

と
は
事
実
に
相
違
な
い
。
も
し
も
、
上
田
秋
成
が
そ
れ
を
読
ん
だ
と
し
た
ら
、

勿
論
羅
貫
中
の
作
と
信
じ
た
こ
と
に
な
る
の
が
、
無
理
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。

二
、
作
品
の
成
立
・
筆
名
の
多
用
の
朦
朧
た
る
点

上
田
秋
成
は
、
享
保
十
九
年
曽
根
崎
で
生
ま
れ
た
が
、
実
父
の
名
さ
え
も
知

ら
ず
、
四
歳
の
頃
、
生
母
に
捨
て
ら
れ
た
。
堂
島
永
来
町
に
紙
油
商
嶋
屋
を
営

む
上
田
茂
助
と
い
う
人
が
彼
を
拾
い
取
っ
て
養
育
し
た
。
そ
こ
で
青
少
年
時
代

を
過
ご
し
、
結
婚
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
和
八
年
「
家
は
火
に
亡
び
、
宝
は
人

に
奪
わ
れ
、
三
十
八
歳
と
い
ふ
歳
よ
り
泊
然
と
し
て
あ
り
か
決
め
ず
」
と
い
う

生
活
状
況
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
。
そ
の
間
の
生
活
体
験
は
下
層
の
町
人
の
生
活



に
喘
い
で
い
た
実
態
を
目
に
し
た
大
切
な
も
の
を
後
の
創
作
の
素
材
に
練
り
こ

ま
れ
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
罹
災
数
年
後
、
国
学
の
加
藤
宇
万
伎
と
漢
学

の
都
賀
庭
鐘
に
出
会
っ
て
、
師
事
し
た
の
が
旺
盛
な
創
作
活
動
に
大
い
に
役
立

っ
た
と
い
う
。『
雨
月
物
語
』
は
そ
の
こ
ろ
に
そ
う
い
う
人
た
ち
の
学
識
に
唆

さ
れ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
雨
月
物
語
』
の
成
立
は
、
そ
の
序
文
に
「
明
和
戊
子
晩
春
」
と
あ
る
通
り
、

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
完
成
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

『
雨
月
物
語
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
完
成
後
、
八
年
も
経
っ
た
安
永
五
年

（
一
七
七
六
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
は
半
紙
本
五
巻
五
冊
、
京
都
の
梅
村
半

兵
衛
・
大
阪
の
野
村
長
兵
衛
の
合
板
で
出
版
さ
れ
た
が
、
秋
成
の
三
十
五
歳
時

に
完
成
し
た
作
品
が
な
ぜ
四
十
三
歳
に
出
版
さ
れ
る
ま
で
、
八
年
間
寝
て
い
た

か
と
い
う
疑
問
が
残
さ
れ
た
。
例
え
ば
、「
非
公
許
出
版
（
無
許
可
出
版
）
で

あ
る
こ
と
と
、
出
版
の
遅
延
と
の
関
係
を
あ
げ
た
」
説
、
従
来
の
序
文
の
日
付

を
作
品
成
立
時
期
と
す
る
説
、
ま
た
、
明
和
八
年
当
時
に
あ
る
程
度
の
形
が
出

来
上
が
っ
た
が
、
現
在
見
た
も
の
と
同
じ
形
で
あ
る
か
ど
う
か
が
疑
わ
し
く
、

安
永
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
形
は
整
っ
た
定
稿
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
当
然
そ
の
間

推
敲
が
加
え
ら
れ
た
と
い
う
推
測
、
ほ
か
に
も
、
長
嶋
弘
明
氏
は
「『
雨
月
物

語
』
に
お
け
る
作
者
・
書
肆
・
絵
師
・
読
者
」
に
お
い
て
、「
読
者
が
、
単
に

で
き
上
が
っ
た
作
品
を
一
方
的
に
享
受
す
る
存
在
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
あ

る
い
は
書
肆
や
絵
師
が
、
作
品
を
作
者
か
ら
読
者
へ
手
渡
す
プ
ロ
セ
ス
に
関
与

す
る
補
助
的
存
在
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
む
し
ろ
作
品
成
立
に
か
か
わ
り
、

作
品
内
容
に
関
与
す
る
存
在
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で

あ
る
」
と
提
起
さ
れ
、
作
者
・
書
肆
・
絵
師
・
読
者
の
関
係
、
ひ
い
て
は
『
雨

月
』
の
誕
生
の
背
景
、
い
わ
ば
当
時
の
大
阪
文
化
壇
の
性
格
を
新
視
点
か
ら
、

詳
ら
か
に
論
じ
ら
れ
た
。
と
て
も
綿
密
で
分
析
的
な
資
料
で
あ
る
。
今
も
『
雨

月
物
語
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
定
説
と
い
う
も
の
が
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
説
に
任
せ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
序
の
署
名
に
見
え
る
「
剪
枝
畸
人
書
」
は
、
秋
成
の
筆
名
か
号
か

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
剪
枝
畸
人
の
「
枝
」
は
「

」
の
意
に
通
ず
る
。『
胆

大
小
心
録
』
に
自
白
し
た
「
翁
五
歳
の
時
、
痘
瘡
の
毒
つ
よ
く
し
て
、
右
の
中

指
短
か
き
事
第
五
指
の
如
し
。
又
左
の
第
二
指
も
短
折
に
て
用
に
足
た
ざ
れ
ば
、

筆
取
り
て
は
右
の
中
指
な
き
に
同
じ
く
、
筆
力
な
き
事
患
ふ
べ
し
」
を
見
れ
ば
、

畸
人
の
意
味
を
解
す
る
。
幼
い
こ
ろ
、
生
来
虚
弱
、
痘
瘡
に
も
罹
っ
て
、
命
は

と
り
と
め
た
も
の
の
、
暗
い
生
立
ち
を
持
ち
な
が
ら
、
自
由
放
逸
な
青
年
期
の

生
活
を
し
て
い
た
「
鶉
居
」
と
自
称
す
る
よ
う
に
一
所
不
在
の
鳥
、
た
え
ず
棲

処
を
変
え
る
暮
ら
し
を
し
て
、「
不
遇
薄
命
」
と
「
狂
蕩
」
と
で
自
己
を
否
定

し
て
、
晩
年
の
六
十
四
歳
に
妻
の
瑚

尼
を
失
っ
て
不
幸
な
一
生
を
送
っ
た
。

だ
か
ら
、「
剪
枝
畸
人
」
の
号
が
肉
体
の
不
具
に
か
か
わ
っ
て
考
え
ら
れ
る
。

序
文
の
通
り
、
自
分
の
思
う
ま
ま
の
「
閑
話
」
や
で
ま
か
せ
の
こ
と
を
書
き
散

ら
し
た
の
だ
か
ら
、
信
ず
る
に
足
る
も
の
と
い
う
は
ず
が
な
く
、
ま
し
て
自
分
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も
既
に
「
不
遇
薄
命
」
の
人
間
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
子
孫
な
ど
が
羅
貫
中
ら
と

同
じ
よ
う
に
「
醜
脣
平
鼻
」
の
業
の
報
い
を
受
け
る
は
ず
が
な
い
と
秋
成
は
信

じ
る
。

そ
う
い
う
人
生
を
た
ど
っ
た
秋
成
は
、
文
学
生
涯
の
中
で
、
か
な
り
の
筆
名

を
多
用
し
た
。
一
般
に
東
作
（
藤
作
と
も
）・
余
斎
、
ま
た
和
訳
太
郎
・
剪

畸
人
・
無
腸
・
鶉
居
・
二
苦
翁
等
の
別
号
が
知
ら
れ
る
た
ぐ
い
で
あ
る
。
さ
な

が
ら
、
長
島
弘
明
氏
の
、
長
く
使
用
さ
れ
た
号
か
ら
一
回
の
み
の
戯
号
ま
で
考

証
的
に
纏
め
て
整
理
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
島
屋
仙
次
郎
、
東
作
、
秋
成

庵
漁
焉
、
漁
焉
、
余
斎
、
余
斎
狂
叟
、
余
斎
病
隠
、
三
余
、
三
餘
閑
人
、
三
餘

山
人
、
三
餘
亭
、
和
訳
太
郎
、
損
徳
叟
、
剪
枝
畸
人
、
剪
枝
山
人
、
洛
外
半
狂

人
、
瑞
竜
山
下
、
瑞
竜
山
中
、
瑞
竜
山
隠
、
青
蕪
、
金
杵
堂
、
秋
成
庵
、
無
腸
、

無
腸
畸
人
、
無
腸
居
士
、
無
腸
隠
居
、
無
腸
隠
者
、
無
腸
病
隠
、
無
腸
老
隠
、

同
族
無
腸
公
子
、
俳
奴
無
名
子
、
無
腸
鶉
居
、
二
苦
翁
、
鶉
居
、
鶉
居
士
、
鶉

の
屋
、
鶉
の
屋
の
あ
る
じ
、
鶉
翁
、
鶉
兮
、
鶉
無
常
居
、
鶉
無
常
居
士
、
秋
翁
、

休
西
、
休
西
畸
人
、
紅
梅
翁
、
蚋
蔵
主
、
狂
蕩
子
、
生
島
翁
、
乞
丐
翁
、
水
厄

道
人
、
茶
仙
子
、
四
雲
居
士
、
無
眼
鏡
、
貧
道
人
、
七
椀
酔
言
、
渡
辺
橋
守
、

田
蓑
漁
夫
、
三
餘
斎
無
腸
居
士
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。

秋
成
の
多
様
な
筆
名
は
一
般
的
に
ほ
か
の
作
家
よ
り
も
甚
だ
し
い
も
の
で
、

た
く
さ
ん
の
筆
名
を
持
つ
の
は
何
か
特
別
な
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
古
代
の

作
家
で
あ
れ
、
現
代
の
作
家
で
あ
れ
、
こ
ん
な
に
乱
用
と
い
え
る
ほ
ど
の
筆
名
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を
使
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
そ
の
使
う
理
由
も
わ
か
り
は
し
な
い
。
か
え
っ

て
、
作
品
や
著
者
の
研
究
に
手
間
が
か
か
り
そ
う
で
あ
る
と
し
か
思
え
な
い
。

こ
れ
ら
の
筆
名
の
多
用
か
ら
、
作
品
の
こ
と
ば
の
活
用
を
連
想
す
る
と
、
秋

成
の
和
漢
の
典
籍
に
つ
い
て
の
知
識
が
か
な
り
豊
か
で
あ
る
こ
と
が
物
語
ら
れ

て
い
る
。
筆
名
の
み
な
ら
ず
、
言
葉
の
自
由
自
在
の
表
現
を
通
じ
て
の
出
典
の

活
用
等
も
特
徴
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。「
雅
語
、
俗
語
を
問
わ
ず
、
古
典
に
来

歴
を
も
つ
も
の
、
仏
教
語
、
白
話
、
異
体
字
な
ど
の
特
殊
な
語
、
独
特
の
義
訓

の
施
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
」。
た
と
え
ば
、「
陰

風
」
「
陽
世
」
「
鮮
魚
」
「
動
静
」
「
兄
長
」
「
他
」
「
相
識
」
「
哭
叫
」
「
畜
」

「

鬟
」「
閨
房
」
な
ど
が
中
国
古
典
作
品
白
話
小
説
の
こ
と
ば
を
踏
襲
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。「
古
典
や
白
話
の
こ
と
ば
は
当
時
に
お
い
て
も
難
解
な
こ
と

ば
で
あ
る
。
こ
れ
を
作
者
の
意
図
に
即
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
に
は
、
秋
成
の
時
代
の
文
人
社
会
の
知
的
教
養
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
こ
と
ば
は
そ
の
意
味
で
、
い
わ
ば
特
権
的
言
語
を
含
ん
で
い
る
。（
中
略
）

『
雨
月
』
は
典
拠
な
し
で
は
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
思
い
に
と
ら
わ
れ
る
」。
森

田
喜
郎
氏
の
雨
月
物
語
の
構
成
図
に
は
「
人
間
重
視
の
物
語
」
と
「
知
識
重
視

の
物
語
」
と
二
大
別
さ
れ
る
。『
雨
月
物
語
』
の
研
究
が
こ
と
ば
の
特
質
を
和

漢
典
拠
の
教
養
と
併
せ
た
上
で
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
秋
成
の
才
気
は
示

唆
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。



三
、「
雨
月
」
と
い
う
語
の
朦
朧
た
る
点

前
述
の
よ
う
に
、『
雨
月
物
語
』
は
「
秋
成
と
し
て
は
苦
心
し
た
書
名
で
あ

る
」。
序
文
に
「
雨
霽
月
朦
朧
之
夜
。
窓
下
編
成
。
以

梓
氏
。
題
曰
雨
月
物

語
」
と
あ
る
よ
う
に
、
晩
春
の
夜
に
雨
が
や
ん
だ
後
の
朧
月
の
窓
辺
に
端
坐
し

て
、
執
筆
に
耽
っ
た
秋
成
の
姿
が
見
え
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
題
名
も
序

の
解
釈
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
和
漢
の
出
典
か
ら
の
影
響
を

受
け
て
い
る
こ
と
も
あ
る
と
研
究
者
に
よ
っ
て
多
様
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。

従
来
の
説
に
よ
れ
ば
、
西
行
を
ワ
キ
と
す
る
謡
曲
『
雨
月
』
の
中
に
、「
風
枯

木
を
吹
け
ば
晴
天
の
雨
、
月
平
沙
を
照
ら
せ
ば
夏
の
夜
の
霜
」
と
あ
り
、
ま
た

西
行
の
歌
「
月
は
も
れ
雨
は
た
ま
れ
と
と
に
か
く
に
賤
が
軒
端
を
葺
き
ぞ
わ
づ

ら
ふ
」
も
見
え
る
。
そ
し
て
、『
雨
月
物
語
』
の
典
拠
の
一
つ
と
し
て
の
『
剪

燈
新
話
』
巻
二
「
牡
丹
灯
記
」
に
は
、
妖
怪
出
現
の
時
を
「
天
陰
雨
湿
之
夜
、

月
落
参
横
之
晨
」
と
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

日
本
の
出
典
以
外
に
、
中
国
の
辞
書
『
辞
源
』『
辞
海
』
と
『
大
漢
和
辞

典
』
を
調
べ
て
み
て
も
、「
雨
月
」
と
い
う
言
葉
は
見
当
た
ら
な
い
。
さ
ら
に
、

『
日
本
大
歳
時
記
』
を
調
べ
て
み
た
。
そ
の
春
の
部
に
は
や
は
り
な
か
っ
た
。

秋
の
部
を
め
く
っ
て
み
る
と
、「
雨
月
」
に
つ
い
て
の
説
明
に
は
、「（
仲
秋
）

｜
雨
名
月
、
雨
夜
の
月
、
雨
の
月
、
月
の
雨
」「
無
月
は
名
月
の
夜
曇
っ
て
い

る
こ
と
だ
が
、
雨
月
は
そ
れ
が
雨
に
な
っ
た
こ
と
を
言
う
。
雨
で
も
や
は
り
ど

こ
か
薄
く
明
る
い
と
こ
ろ
に
風
情
が
感
じ
ら
れ
る
」
と
あ
る
。『
日
本
国
語
大

辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
雨
と
月
、
陰
暦
八
月
十
五
日
の
夜
、
雨
の
た
め
に
月
が
見

え
な
い
さ
ま
、
雨
名
月
、
雨
の
月
、
月
の
雨
と
い
う
解
釈
で
あ
っ
た
。『
芭
蕉

語
彙
』
か
ら
も
、「
秋
も
は
や
は
ら
つ
く
雨
に
月
影
」（
笈
日
記
）
が
見
出
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
秋
の
現
象
の
よ
う
で
あ
る
。
続
い
て
、『
日
本
大
歳

時
記
』
の
春
の
部
に
「
朧
月
夜
」
の
項
の
横
に
（
三
春
）
と
あ
っ
て
、
解
釈
は

「
お
ぼ
ろ
に
す
ん
だ
春
の
月
夜
、
な
ご
り
の
寒
さ
は
ま
だ
残
っ
て
い
て
肌
寒
い

感
じ
は
す
る
が
、
ど
こ
か
な
ま
暖
か
く
、
な
ま
め
い
た
感
じ
の
す
る
夜
で
あ

る
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
朧
月
」
の
項
に
も
（
三
春
）
と
あ
り
、「
日

中
（
朝
、
昼
、
夕
）
の
霞
と
同
じ
現
象
が
夜
は
朧
月
夜
と
な
る
。
春
は
水
蒸
気

が
月
を
包
ん
で
い
て
、
朦
朧
と
し
て
柔
ら
か
い
感
じ
に
見
え
る
。
南
方
か
ら
高

温
多
湿
の
空
気
が
侵
入
し
て
く
る
と
、
夜
間
に
地
面
に
近
い
空
気
が
冷
え
、
上

空
は
比
較
的
温
度
が
高
く
な
る
の
で
、
気
温
の
逆
転
層
が
出
来
、
そ
の
下
の
気

層
中
に
霧
が
生
じ
て
、
月
も
お
ぼ
ろ
に
な
る
。
朧
月
夜
は
も
と
は
朧
月
の
こ
と

だ
が
、
後
に
は
朧
月
の
出
て
い
る
夜
を
意
味
し
た
。
朧
夜
は
朧
月
夜
の
こ
と
」

と
い
う
解
釈
に
な
っ
て
い
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
朧
月
」
に
つ
い
て

の
説
明
は
「
春
の
夜
の
、
ほ
の
か
に
か
す
ん
だ
月
、
か
す
ん
で
光
の
薄
い
月
」

と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
春
の
夜
に
か
す
ん
で
現
れ
る
月
の
模
様
の
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
調
査
で
、「
朧
月
」
と
「
雨
月
」
と
は
矛
盾
し
て
お
り
、「
朧
月
」

は
春
夜
の
現
象
で
、「
雨
月
」
は
秋
夜
の
現
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

『
雨
月
物
語
』
序
文
の
朦
朧
た
る
諸
点

一
一
〇



て
き
た
。
普
通
、
秋
の
空
は
高
く
て
爽
や
か
な
の
だ
か
ら
、
雨
後
に
月
が
再
び

顔
を
出
す
の
で
あ
る
が
、
春
の
「
雨
月
」
は
頗
る
面
白
く
て
、
興
味
津
々
た
る

題
名
だ
と
思
え
ざ
る
を
得
な
い
。
勿
論
、
言
葉
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
天
気

の
移
り
変
わ
り
の
自
然
現
象
と
し
て
あ
り
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
当
時
の
天
気

を
そ
の
ま
ま
に
記
述
し
た
の
か
、
何
か
の
出
典
を
読
ん
だ
記
憶
を
駆
使
し
た
の

か
、
不
詳
の
ま
ま
で
あ
る
。
但
し
、
そ
う
い
う
断
片
的
な
言
葉
を
抽
出
し
、
出

所
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
、
研
究
に
お
い
て
一
定
の
意
味
が
あ
る
が
、
説
得

力
の
点
で
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
信
憑
性
が
あ
る
の
か
は
究
明
し
か
ね
る
。
も
し
も
、

書
物
の
捜
査
を
拡
大
し
て
い
け
ば
、
参
考
に
当
た
る
も
の
が
出
て
く
る
は
ず
な

の
で
、
研
究
者
の
知
識
に
よ
る
出
典
の
考
証
は
締
め
く
く
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
調
査
が
気
象
上
正
し
け
れ
ば
、
春
の
「
朧
月
」
と
秋
の

「
雨
月
」
の
不
統
一
の
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
、
文
芸
的
に
考
え
れ

ば
、
そ
の
題
名
は
作
品
内
容
、
い
わ
ば
大
半
の
闇
夜
の
物
語
に
ふ
さ
わ
し
い
特

性
を
も
ち
、
雨
の
月
夜
に
現
れ
た
物
語
に
何
か
寓
意
が
託
さ
れ
て
い
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
雨
の
月
夜
と
い
え
ば
、
夢
と
幻
想
の
朦
朧
た
る
中
に
い
ろ
ん
な

怪
奇
な
も
の
・
こ
と
が
出
現
し
て
く
る
。
そ
し
て
、「『
雨
月
物
語
』
の
怪
異
幻

妖
の
〈
文
学
の
時
間

を
暗
示
し
て
、
読
者
に
と
っ
て
は
貴
重
な
手
が
か
り
と

な
る
」。「
そ
の
〈
九
つ
の
夢

を
流
れ
る
時
間
は
、
ま
さ
に
『
雨
霽
れ
、
月
朦

朧
の
夜
』
の
時
間
で
あ
っ
た
」。
つ
ま
り
、
読
者
に
想
像
の
空
間
を
あ
た
え
た

の
で
あ
っ
て
、
与
え
ら
れ
た
空
間
は
理
想
の
空
間
と
い
う
も
の
で
あ
る
。『
雨

『
雨
月
物
語
』
序
文
の
朦
朧
た
る
諸
点

一
一
一

月
物
語
』
の
裏
に
あ
る
ミ
ス
テ
リ
ー
の
靄
な
ど
に
満
ち
て
い
る
実
在
か
ら
超
脱

し
よ
う
と
し
、
煩
悩
か
ら
免
れ
よ
う
と
す
る
傾
向
は
、
人
間
の
現
実
逃
避
の
宗

教
思
想
の
顕
れ
で
あ
り
、
理
想
の
世
界
へ
の
追
求
で
あ
り
、
ま
た
人
間
の
本
性

で
も
あ
る
。
ま
さ
に
そ
う
い
う
思
想
を
秋
成
の
作
品
は
示
し
て
お
り
、
そ
し
て
、

作
品
の
表
現
を
通
じ
て
、
読
者
を
諭
し
、
戒
め
る
の
で
あ
る
。「
白
峰
」
は
感

動
的
な
信
義
の
形
象
を
示
し
、「
浅
茅
が
宿
」「
吉
備
津
の
釜
」
は
女
性
の
憤
り

を
恨
み
と
妬
み
に
お
い
て
形
象
化
し
、「
仏
法
僧
」「
蛇
性
の
淫
」「
青
頭
巾
」

は
修
羅
・
淫
獣
・
鬼
畜
の
憤
り
の
理
念
を
本
来
世
俗
性
へ
の
批
判
に
発
し
た
現

実
世
界
の
矛
盾
の
指
摘
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
信
義
へ
の
執
着
、

愛
欲
へ
の
執
着
、
復
讐
へ
の
執
着
と
い
っ
た
た
ぐ
い
で
あ
る
。

作
品
の
全
体
に
お
い
て
は
、「
現
実
よ
り
は
幻
想
へ
、
肉
体
よ
り
は
霊
性
へ
、

昼
よ
り
は
夜
へ
、
日
常
性
よ
り
は
非
日
常
性
へ
、
現
在
よ
り
は
過
去
・
未
来
へ
、

正
常
よ
り
は
異
常
へ
と
徹
底
化
し
た
、
優
れ
て
怪
異
幻
妖
な
秘
文
的
世
界
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
」。
九
篇
の
う
ち
に
は
秋
成
の
独
自
に
構
成
し
た
も
の
も
あ
れ

ば
、
中
国
小
説
の
翻
案
と
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
崇
徳
院
の
怨
霊
、
宗
右
衛

門
の
幽
鬼
、
宮
木
の
亡
霊
、
磯
良
の
亡
鬼
、
秀
次
の
怨
念
な
ど
が
闇
夜
に
出
現

し
、
蛇
の
正
体
が
暗
い
閨
房
に
現
れ
、
興
義
が
夢
の
中
で
魚
と
遊
ぶ
こ
と
は
、

ま
っ
た
く
夜
と
夢
、
幻
想
と
霊
妙
の
世
界
の
物
語
で
あ
り
、
人
間
の
精
神
の
問

題
が
と
り
上
げ
ら
れ
、「
さ
ま
ざ
ま
な
運
命
に
遭
遇
し
た
人
間
の
性
格
の
あ
り

方
を
、
だ
い
た
い
が
奇
怪
な
ス
ト
ー
リ
ー
小
説
（
説
話
）
の
中
で
探
求
し
て
い



る
の
で
あ
る
」。
闇
・
暗
さ
・
朦
朧
た
る
世
界
に
お
け
る
物
語
の
神
秘
さ
は
、

秋
成
の
怪
異
・
怪
談
の
文
芸
性
（
虚
構
と
真
実
）
の
趣
旨
と
解
す
れ
ば
よ
か
ろ

う
。
む
し
ろ
、
書
名
と
序
文
の
、
論
理
に
悖
る
と
こ
ろ
に
絢
爛
多
彩
な
文
学
の

生
気
と
創
造
、
文
学
の
ロ
マ
ン
が
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
思
え
る
。

注

高
田
衛
『
江
戸
文
学
の
虚
像
と
形
象
』
森
話
社

二
〇
〇
一
年
六
月
八
日
初
版
第

一
刷
発
行

五
二
、
五
五
頁
。

高
田
衛
氏
の
『
秋
成
集
』
の
「
解
説
」
に
よ
れ
ば
、「
寓
言
説
と
は
、『
荘
子
』
の

寓
言
の
論
か
ら
出
て
、
小
説
・
物
語
ら
は
す
べ
て
他
を
仮
り
て
も
の
を
言
う
、
虚
構

性
が
本
体
だ
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
」。「
秋
成
の
小
説
観
の
な
か
の
『
発
憤
』
説
と

は
、
作
者
が
自
己
の
時
流
感
慨
の
思
い
（
つ
ま
り
〈
憤
り
）
を
、
政
治
的
社
会
的

外
界
と
葛
藤
さ
せ
る
こ
と
を
拒
否
し
、
ひ
た
す
ら
『
詞
花
言
葉
を
も
て
あ
そ
ぶ
』
言

語
世
界
へ
転
化
せ
ん
と
す
る
志
向
に
外
な
ら
な
い
。

『
雨
月
物
語
』
に
お
け
る

発
憤
説
と
は
、
む
し
ろ
〈
私
憤

と
も
い
う
べ
き
特
異
性
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
秋

成
そ
の
人
の
発
想
の
固
有
性
で
も
あ
っ
た
」。
詳
し
い
説
明
は
「
解
説
」『
秋
成
集
』

（
尚
学
図
書

昭
和
五
十
六
年
五
月
十
日
発
行
）
の
一
九
｜
二
一
頁
を
参
照
。

「
三
言
」
は
『
喩
世
明
言
』『
醒
世
恒
言
』『
警
世
通
言
』
の
総
称
で
、『
三
国
演

義
』『
西
遊
記
』
と
と
も
に
日
本
へ
渡
来
さ
れ
た
短
編
小
説
集
で
あ
る
。『
喩
世
明

言
』
の
初
版
は
『
古
今
小
説
』
と
も
い
う
。
そ
れ
ら
は
同
時
木
版
印
刷
で
は
な
く
、

『
通
言
』
は
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）、『
恒
言
』
は
天
啓
七
年
（
一
六
二
七
）
に
刊

行
さ
れ
た
が
、『
古
今
小
説
』
の
題
名
は
元
来
、
著
者
が
幾
つ
か
の
通
俗
小
説
を
編

纂
し
て
小
説
選
集
に
作
っ
た
の
で
あ
る
。
後
に
増
補
再
販
の
時
に
『
喩
世
明
言
』
と

い
う
題
名
に
変
え
ら
れ
た
と
い
う
。『
古
今
小
説
』
は
所
謂
『
喩
世
明
言
』
の
異
名

に
過
ぎ
な
い
。「
三
言
」
に
収
め
ら
れ
た
小
説
は
百
二
十
篇
で
、
そ
れ
ぞ
れ
四
十
篇

か
ら
成
っ
て
い
る
。
中
国
文
学
史
上
、
人
口
に
膾
炙
し
た
芸
術
性
の
高
い
文
学
作
品

で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
文
化
人
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
江
戸
の
学
者
岡
白
駒

と
門
人
の
沢
田
一
斎
は
、
中
国
の
「
三
言
」
か
ら
選
出
し
て
訓
点
を
施
し
、『
小
説

精
言
』『
小
説
奇
言
』『
小
説
粋
言
』
を
編
ん
で
い
る
。

坂
東
健
雄
「『
白
峰
』
あ
る
い
は
父
性
呪
縛
の
構
図
」『
上
田
秋
成
「
雨
月
物
語
」

論
』
和
泉
書
店
一
九
九
九
年
六
月
二
〇
日
初
版
第
一
刷
発
行

二
頁
。

大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究

所
叢
刊
一

六
七
一
、
七
一
四
頁
。

高
島
俊
男
『
水
滸
伝
と
日
本
人
』
大
修
館

一
九
九
二
年
二
月
二
〇
日
初
版
発
行

二
一
｜
二
三
頁
。

高
島
俊
男
『
水
滸
伝
と
日
本
人
』
大
修
館

一
九
九
二
年
二
月
二
〇
日
初
版
発
行

二
四
頁
。

狩
野
直
喜
『
支

小
説
戯
曲
史
』
み
す
ず
書
房

一
九
九
二
年
三
月
九
日
発
行

七
一
頁
を
参
照
。

小
川
環
樹
『
中
国
小
説
史
の
研
究
』
岩
波
書
店

昭
和
四
三
年
一
一
月
二
九
日

四
一
頁
。

「
元
末
明
初
（
１
３
０
０
年
前
後
）
の
人
。
羅
本
、
字
貫
中
、
号
湖
海
散
人
。
水

滸
伝
・
平
妖
伝
な
ど
小
説
雑
劇
の
作
者
に
擬
さ
れ
る
（
続
録
鬼
簿
等
）」、「
子
孫
三

代
に
わ
た
っ
て
唖
が
生
れ
た
。
こ
の
話
は
西
湖
遊
覧
志
餘
の
委
巷
叢
談
な
ど
に
見
え
、

姦
盗
脱
騙
機
械
を
詳
に
の
べ
、
変
詐
百
端
、
人
の
心
術
を
壊
し
た
」。（
傍
点
は
筆

者
）（
中
村
幸
彦
校
注
の
日
本
古
典
文
学
大
系
五
六
巻
『
上
田
秋
成
集
』
岩
波
書
店

昭
和
四
二
年
三
月
一
五
日
。
第
七
刷
発
行

三
五
頁
）。

「
羅
本
と
い
い
、
字
を
貫
中
、
号
を
湖
海
散
人
と
称
す
。「
子
」
は
男
子
の
敬
称
。

中
国
杭
州
銭
塘
の
人
で
、
本
来
南
宋
（
十
三
世
紀
ご
ろ
）
の
人
と
も
、
元
代
と
も
い

わ
れ
、
其
の
伝
は
未
詳
。『
続
記
録
簿
』
に
は
明
初
の
人
と
記
さ
れ
る
。『
忠
義
水
滸

『
雨
月
物
語
』
序
文
の
朦
朧
た
る
諸
点

一
一
二



伝
』
の
著
書
に
擬
さ
れ
、
ほ
か
に
『
三
国
志
通
俗
演
義
』『
隋
唐
両
朝
志
伝
』『
残
唐

五
代
史
演
伝
』『
三
遂
平
怪
伝
』
も
彼
の
著
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
か
な
り

伝
説
的
な
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
の
真
偽
は
実
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」。「
こ
の
作

者
に
つ
い
て
は
、
羅
貫
中
と
す
る
説
、
施
耐
庵
の
原
稿
で
羅
貫
中
の
編
と
す
る
説
、

施
耐
庵
の
作
と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
が
、
正
確
な
こ
と
は
未
詳
。
た
だ
、
元
代
に
そ

の
原
型
が
で
き
、
明
代
に
今
の
形
に
ま
と
め
ら
れ
た
、
と
見
る
の
が
通
説
と
し
て
当

を
得
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
い
ま
世
上
に
流
布
し
て
い
る
『
水
滸
伝
』
は
、

金
人
瑞
が
『
水
滸
伝
』
の
古
本
を
得
て
評
を
加
え
た
、
と
称
す
る
も
の
で
、
七
十
回

以
後
を
省
い
た
も
の
。
ほ
か
に
十
回
本
・
百
回
本
・
百
五
十
回
本
・
百
二
十
四
回
本

な
ど
異
本
が
多
い
。
明
代
に
刊
本
が
で
き
、
わ
が
国
に
も
舶
載
さ
れ
、
江
戸
時
代
に

は
大
い
に
愛
読
さ
れ
、
建
部
綾
足
の
『
本
朝
水
滸
伝
』（
安
永
二
年
刊
）
を
初
め
と

し
て
、
馬
琴
の
『
八
犬
伝
』
に
至
る
ま
で
、
い
く
つ
か
の
翻
案
小
説
が
作
ら
れ
た
。

ま
た
岡
島
冠
山
に
よ
る
百
回
本
の
訓
訳
本
が
出
版
さ
れ
た
」。（
傍
点
は
筆
者
）（
鵜

月

洋
『
雨
月
物
語
評
釈
』
角
川
書
店

昭
和
四
四
年
三
月
一
〇
日

一
〇
頁
）。

『
中
国
学
芸
大
事
典
』
に
は
「
羅
本
」
に
つ
い
て
は
「
元
末
の
雑
劇
作
家
。
廬
陵

（
江
西
省
）
の
人
。
ま
た
太
原
（
山
西
省
）
の
人
と
も
。
武
林
（
広
西
省
）
の
人
と

も
い
わ
れ
る
。
字
は
貫
中
。
号
は
湖
海
散
人
。
事
跡
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
著
に
三

国
志
演
義
・
忠
義
水
滸
伝
・
隋
唐
演
義
・
原
本
平
妖
伝
・
残
唐
五
代
史
演
義
が
あ
っ

て
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。（
続
録
鬼
簿
）」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
一
方
、
施
耐
庵
の

項
目
に
は
、「
生
没
年
不
詳
。
元
末
の
淮
安
（
江
蘇
省
）
の
人
。
名
は
子
安
。
水
滸

伝
の
作
者
と
言
わ
れ
る
。
か
つ
て
銭
塘
で
役
人
を
し
、
張
士
誠
の
戦
乱
に
七
十
五
歳

で
死
去
し
た
と
言
わ
れ
る
」（
傍
点
は
筆
者
）
と
あ
る
（
近
藤
春
雄
『
中
国
学
芸
大

事
典
』
大
修
館
書
店

昭
和
五
三
年
一
〇
月
二
〇
日
）。

狩
野
直
喜
『
支

小
説
戯
曲
史
』
み
す
ず
書
房

一
九
九
二
年
三
月
九
日
発
行

六
八
頁
。

狩
野
直
喜
『
支

小
説
戯
曲
史
』
み
す
ず
書
房

一
九
九
二
年
三
月
九
日
発
行

『
雨
月
物
語
』
序
文
の
朦
朧
た
る
諸
点

一
一
三

七
九
頁
。

高
島
俊
男
『
水
滸
伝
と
日
本
人
』
大
修
館

一
九
九
二
年
二
月
二
〇
日
初
版
発
行

六
五
頁
。

狩
野
直
喜
『
支

小
説
戯
曲
史
』
み
す
ず
書
房

一
九
九
二
年
三
月
九
日
発
行

六
九
頁
。

高
田
衛
『
江
戸
文
学
の
虚
像
と
形
象
』
森
話
社

二
〇
〇
一
年
六
月
八
日
初
版
第

一
刷
発
行

五
三
頁
。

鵜
月
洋
『
雨
月
物
語
評
釈
』
角
川
書
店

昭
和
四
四
年
三
月
一
〇
日

七
〇
〇
｜

七
〇
二
頁
を
参
照
。
ま
た
、
森
田
喜
郎
氏
も
、
建
部
綾
足
が
同
じ
年
の
明
和
五
年
の

二
月
に
『
西
山
物
語
』
を
刊
行
し
た
の
で
、
ラ
イ
バ
ル
に
対
す
る
競
争
意
識
か
ら
、

原
稿
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
と
い
う
重
友
毅
氏
の
説
（『
雨
月
物
語
の
研
究
』

一
三
七
頁
）
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、「
初
稿
が
で
き
あ
が
っ
て
か
ら
、
長
い
間
の
推

敲
の
後
に
今
日
わ
た
し
た
ち
が
見
る
こ
と
で
き
る
『
雨
月
』
が
成
立
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
」
と
主
張
さ
れ
る
（『
上
田
秋
成
』
紀
伊
国
屋
書
店

一
九
九
四
年
一
月

二
十
五
日
第
一
刷
発
行

七
四
｜
七
五
頁
）。

長
島
弘
明
『
秋
成
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会

二
〇
〇
〇
年
九
月
二
五
日
初
版

一
四
五
頁
。

長
島
弘
明
「
秋
成
の
筆
名
」『
秋
成
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会

二
〇
〇
〇
年
九

月
二
五
日
初
版

六
七
｜
七
一
頁
。

稲
田
篤
信
「
典
拠
と
テ
キ
ス
ト
＊
『
雨
月
物
語
』
の
表
現
」『
江
戸
時
代
の
世
界

｜
秋
成
雅
望
』
株
式
会
社
ペ
り
か
ん
社

一
九
九
一
年
九
月
二
〇
日

一
五
頁

稲
田
篤
信
「
典
拠
と
テ
キ
ス
ト
＊
『
雨
月
物
語
』
の
表
現
」『
江
戸
時
代
の
世
界

｜
秋
成
雅
望
』
株
式
会
社
ペ
り
か
ん
社

一
九
九
一
年
九
月
二
〇
日

八
、
九
頁
。

森
田
喜
郎
『
上
田
秋
成
小
説
の
研
究
』
和
泉
書
院

一
九
九
一
年
十
二
月
三
〇
日

初
版
第
一
刷
発
行

五
六
頁
。

『
雨
月
物
語
の
研
究
』
の
「
雨
月
物
語
の
題
号
の
出
所
」
に
「『
吉
備
津
釜
』
が
、



そ
の
構
想
に
お
い
て
、『
剪
燈
新
話
』
巻
二
『
牡
丹
灯
記
』
に
拠
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ

こ
と
で
あ
る
。

即
ち
こ
の
中
に
見
え
る
『
天
陰
雨
湿
之
夜
、
月
落
参
横
之
晨
』

に
、
や
が
て
『
雨
月
』
の
題
号
の
よ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。」

と
重
友
毅
氏
は
解
釈
さ
れ
て
い
る
（
大
八
洲
出
版
株
式
会
社

昭
和
二
十
一
年
十
一

月
五
日
発
行

三
一
二
｜
三
一
三
頁
）。
ま
た
『
雨
月
物
語
評
釈
』（
一
八
頁
）
を
も

参
照
。

高
田
衛
『
江
戸
文
学
の
虚
像
と
形
象
』
森
話
社

二
〇
〇
一
年
六
月
八
日
初
版
第

一
刷
発
行

一
六
、
一
七
頁
。

諏
訪
春
雄
・
日
野
龍
夫
『
江
戸
文
学
と
中
国
』
毎
日
新
聞
社

昭
和
五
十
二
年
二

月
二
十
日
発
行

一
六
一
頁
。

中
村
幸
彦
・
水
野
稔
『
鑑
賞

日
本
古
典
文
学

秋
成
・
馬
琴
』（
第
三
十
五

巻
）
角
川
書
店

昭
和
五
十
二
年
二
月
五
日
初
版
発
行

三
六
頁
。

〈
付
記『

同
志
社
国
文
学
』
の
向
井
芳
樹
教
授
退
職
記
念
号
が
発
行
さ
れ
る
時
が
来
た
と

思
い
も
及
ば
な
い
ほ
ど
、
歳
月
流
る
る
如
し
と
い
う
実
感
を
味
わ
っ
た
私
は
、
九
月

上
旬
に
原
稿
依
頼
の
連
絡
を
受
け
て
、
瞬
き
の
戸
惑
い
を
覚
え
、
複
雑
な
心
情
が
こ

み
上
げ
て
来
た
。
思
う
に
、
向
井
芳
樹
先
生
に
出
会
い
、
門
下
の
初
め
て
の
外
国
人

弟
子
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
初
め
て
の
日
本
の
す
べ

て
が
新
鮮
だ
っ
た
一
外
国
人
と
し
て
、
そ
の
こ
ろ
よ
り
人
生
の
大
事
な
留
学
生
活
が

始
ま
っ
た
。
新
島
奨
学
金
に
恵
ま
れ
た
生
活
に
は
不
自
由
な
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、

学
問
の
道
に
導
か
れ
た
の
が
向
井
芳
樹
先
生
で
あ
っ
た
。
親
切
な
が
ら
の
厳
し
い
ご

指
導
、
暖
か
い
思
い
や
り
、
学
際
領
域
の
幅
広
い
知
識
、
物
事
対
処
の
柔
軟
性
等
等
、

学
ん
だ
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
今
ま
で
中
国
・
韓
国
・
タ
イ
・
イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ
リ

ピ
ン
な
ど
外
国
人
学
生
の
十
数
人
（
う
ち
に
博
士
四
人
）
の
教
え
子
が
同
志
社
の
学

舎
か
ら
羽
ば
た
い
て
、
東
西
に
飛
ん
で
い
っ
た
。
こ
れ
は
同
志
社
の
国
際
化
精
神
に

基
づ
く
教
育
の
成
果
だ
と
も
言
え
よ
う
。

向
井
芳
樹
先
生
の
退
職
記
念
論
文
集
に
何
を
書
こ
う
か
と
、
初
め
は
向
井
先
生
の

近
松
門
左
衛
門
の
名
作
『
曽
根
崎
心
中
』
を
脚
色
さ
れ
た
中
国
漢
劇
の
保
留
演
目

『
曽
根
崎
殉
情
』
を
舞
台
化
し
た
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
を
超
え
る
異
文
化
融
合

の
こ
と
を
考
え
た
が
、
そ
れ
は
武
漢
市
文
化
局
の
資
金
援
助
に
よ
っ
て
、
漢
劇
の
輝

く
明
珠
『
曽
根
崎
殉
情
』
と
い
う
題
の
特
集
が
別
に
出
版
さ
れ
る
計
画
に
な
っ
て
い

る
か
ら
、
結
局
、
首
尾
一
貫
の
意
味
か
ら
し
て
、
向
井
芳
樹
先
生
に
出
会
っ
た
時
の

講
義
内
容
、
の
ち
に
私
の
卒
論
に
な
っ
た
『
雨
月
物
語
』
の
原
点
に
戻
っ
て
、
教
育

関
係
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
で
短
期
間
訪
日
す
る
機
会
に
時
間
を
利
用
し
て
、
記

念
小
論
に
絞
る
こ
と
に
し
た
。

『
雨
月
物
語
』
序
文
の
朦
朧
た
る
諸
点

一
一
四


